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筑波おろしに　オッカアは死ぬまでこのやく

　ざな俺を呼びつづけたとよ。

巷で酔っぱらって　その夜俺は人間らしい涙

　を流した。



　　　×　　　　　×



ああ、それにしても

ふるさとの　鷲の住む山脈を忘れて幾年にな

　ることか。



ふるさとよ！

ふるさとよ！

野良犬のように俺を生んで　俺を殴って　俺

　を追い出した

ふるさとよ！

もしも夜明けの冷たい嵐にふるさとを夢にみ

　たときは

こんなにも　不覚の涙が流れて、同志よ

ついぞかたきうちの誓いも忘れがちだ。



　　　×　　　　　×



住めばふるさと。

住んでこどそこがふるさと。

俺には俺の働くところがふるさと。

いまさら夢にのみふるさとを懐しんで泣いた

　とてなにになろう。



　　　×　　　　　×



一九三一年の冬――

尨大な失業者の群れ。

春と夏と秋と　屈辱の月日のみ流れてまた一

　年の冬がめぐってきた。



　　　×　　　　　×



ストに敗けて首を馘られりゃ

この土地もこれでサヨナラだ。

おお　雪をまじえて日本海はドンド・ドンド

　と響くであろう

おお　たちまちに山陰にも飢餓の暴風は襲う

　であろう。

なにくそ。

なにくそ。

俺たちは土竜（もぐら）のように

地中に潜りこんで眞赤なダイナマイトを
装置（しか）

　ける。




〈昭和七年、破船〉








秋は白霜の訣別


今夜の闇はなんという昏迷のふかさだ。

なぜに俺はこう淋しく
焦立（いらだた）しいのだ。


糸喫茶店（ベルタ）のミブ子よ！　せめて

秋は憂愁の窓辺に淡々とリンを焚いてくんね

　いか。

すると水族館の海底の昆布に白い風が揺れて

おまえは嬉々と七宝の鱗光を放射する一匹の

　
雌魚（メス）である。

悲しいことに、俺は呆うけて恋の明暗を彷徨

　する

ここでは貧しく盲目の、だが若く豪奢な
雄魚（オス）

　ではある。




潔（きよ）い情痴にうえた夜の街の男たちに、

ミブ子よ

水族館の窓を開放してもそっと
灯（ひ）を明るくし

　てくんねいか。

おまえの
奇怪（あや）しい抱擁と吸血の接吻にぬれて

こうも情熱は狂奔する。この俺のために

お母アさんはどんなに悲しい瞳で
老（ふ）けてゆく

　ことか

そして世の中のすべての
聰（さ）かしいひとたちは

このルンペンをどんなに嘲笑けり打囃するか
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